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い っ ぷ く

　
京
都
盆
地
の
稲
作
は
、
淀
川
を
上

が
っ
て
き
た
渡
来
人
が
縄
文
時
代
後

期
、
桂
川
西
岸
の
久
世
、
羽
束
師

あ
た
り
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
桂
川
の
源
流
は
左
京
区
広
河

原
、
南
丹
市
美
山
町
佐
々
里
に
発

し
、
亀
岡
盆
地
、
保
津
峡
を
経
て

嵐
山
下
流
域
か
ら
桂
川
と
な
り
、
伏

▲洛西水管理システム中央管理所

▲嵐山の風景に溶け込む一ノ井堰（右岸）

▲桂川右岸の洛西用水の円形分水（吾田神サイフォン） ▲歴史ある洛西土地改良区事務所

見
区
で
鴨
川
を
合
流
し
、
さ
ら
に
大

山
崎
町
付
近
で
木
津
川
、
宇
治
川
と

合
流
し
淀
川
と
な
り
ま
す
。

　
河
川
の
用
水
は
、
田
畑
を
潤
し

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
ま
す

が
、
時
と
し
て
洪
水
や
浸
水
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。
桂
川
の
治
水
工
事

は
、
５
世
紀
頃
、
秦
氏
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
葛
野
大
堰
（
一ノ
井
堰
）
の
築

造
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
か
ん
が
い

用
水
を
供
給
し
、
荒
地
を
開
拓
し
て

農
地
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
水
を
制

す
る
も
の
は
、
土
地
も
人
も
制
す
る

と
い
わ
れ
流
域
に
は
多
く
の
集
落
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
美
し
い
四
季
を
持
つ
我
が
国
は
、
地

域
に
特
色
あ
る
農
産
物
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
農
業
は
自
然
が

相
手
で
干
ば
つ
が
あ
れ
ば
長
雨
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
ふ
り
幅
を
抑
え
被
害

を
少
な
く
す
る
た
め
、
か
ん
が
い
用

水
と
排
水
施
設
を
整
備
・
管
理
し
て

い
る
の
が
全
国
に
約
７
，０
０
０
あ
る

●

 

 

特集 2

● 4京のかわら版

● 10人事異動のお知らせ

● 11営農経済部からのお知らせ

● 12融資部からのお知らせ
共済部からのお知らせ

● 13総務部からのお知らせ
行事予定表

● 14職員つうしん

● 15ちょっといっぷく
クロスワードパズル／今月の星占い

● 裏表紙
京のこんだて

新玉ねぎのスープ

9●はっぴぃすまいる

洛西土地改良区

『 ブドウの新梢 』
　山科区勧修寺地区を中心に 20 軒の
農家が、延べ 13ｈａ栽培しています。
果樹は水はけの良い傾斜地を好みます
が、そのぶん肥培管理は重労働になり
ます。前年に伸びた結果母枝を１～２
芽で切り返し剪定。そこから旺盛に伸
びる新梢、いよいよ忙しくなります。
（品種　シャインマスカット）

●表紙の紹介

特 集

国
土
と
農
業
生
産
を
守
り
、
地
域
協
働
を
目
指
し
ま
す

洛
西
土
地
改
良
区

いっぷく 2017  5  vol .241

桂

　川

土
地
改
良
区

洛西土地改良区
理事長　中村 安良さん

撮影場所　山科区

目　次　　C O N T E N T S

公
的
な
法
人
、
土
地
改
良
区
で
す
。

農
業
生
産
の
向
上
に
は
、
農
業
技
術

の
研
究
開
発
、
ほ
場
整
備
等
が
必
要

で
す
が
、
土
地
改
良
区
が
用
水
路
の

整
備
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
維

持
管
理
に
よ
っ
て
一
層
、
生
産
性
の
向

上
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
自

然
環
境
を
守
る
と
い
う
大
変
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。
洛
西
用
水
の
歴

史
は
非
常
に
古
く
、
昭
和
22
年
に
は

洛
西
普
通
水
利
組
合
が
結
成
さ
れ
、

昭
和
26
年
洛
西
土
地
改
良
区
に
組
織

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
洛
西
土
地
改
良

区
の
区
域
は
、
京
都
市
、
向
日
市
、

長
岡
京
市
、
大
山
崎
町
の
３
市
１
町

に
ま
た
が
り
耕
地
面
積
４
８
０
ha
、

組
合
員
１
８
０
０
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
土
地
改
良
区
の
事
業
は
、
農
家
の

人
に
は
理
解
さ
れ
て
い
て
も
、
農
家
で

な
い
人
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
土
地
改
良

区
を
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
」
の
愛
称
で

表
し
、人
、物
、情
報
の
つ
な
が
り
に
よっ

て
、
地
域
住
民
と
農
家
が
連
携
し
て

美
し
く
豊
か
な
21
世
紀
の
新
た
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
自
分
を
助
け
る
「
自
助
」、

家
族
、企
業
や
地
域
で
助
け
合
う
「
共

助
」、行
政
に
よ
る
救
助
・
支
援
を
「
公

助
」
と
言
い
ま
す
が
、
農
家
と
都
市

住
民
が
共
生
し
て
い
く
社
会
の
実
現

は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
姿
を
含
む
土
地

改
良
区
の
役
割
と
通
じ
ま
す
。

地
域
と
共
に

み

ど

り
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い っ ぷ く

　
２
月
22
日
当
組
合
本
店
に
お
い
て
、

農
産
物
品
評
会
褒
賞
授
与
式
な
ら
び

に
Ｊ
Ａ
京
都
市
青
壮
年
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
産
物
品
評
会
褒
賞
授
与
式
で
は
、

夏
季
並
び
に
秋
季
品
評
会
、
そ
し
て

立
毛
共
進
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
受
賞
者
に
賞
状
、
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
28
年
度
の
青
壮

年
部
活
動
報
告
お
よ
び
29
年
度
に
向

け
て
の
活
動
方
針
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

　
通
常
総
会
終
了
後
、
お
笑
い
芸
人

土
肥
ポ
ン
太
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
お

笑
い
野
菜
講
座
」
を
聴
講
し
ま
し
た
。

芸
人
な
ら
で
は
の
笑
い
あ
り
、
生
産

者
同
士
の
語
ら
い
あ
り
と
有
意
義
な

時
間
を
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
京
都
市

　 

　
　
　
青
壮
年
部
通
常
総
会

　
３
月
９
日
、
当
組
合
本
店
に
お
い

て
「
女
性
の
つ
ど
い
と
家
の
光
大
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

の
中
で
、
家
の
光
普
及
優
良
支
部
と
し

て
、
醍
醐
支
部
と
修
学
院
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
教
室
活
動
報
告
が
松
尾

支
部
・
久
我
支
部
・
越
畑
支
部
で
発

表
さ
れ
、
各
支
部
で
色
々
工
夫
さ
れ

て
い
る
活
動
内
容
に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
の
取
り
組
み
と
し
て
小

山
き
く
こ
先
生
を
招
き
、「
姿
勢
科

学
」
に
基
づ
い
た
コ
コ
・
カ
ラ
体
操
を
、

参
加
者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　
一
年
間
支
部
活
動
で
製
作
さ
れ
た
手

芸
教
室
の
作
品
を
、
１
支
部
３
点
と
し

た
21
支
部
か
ら
60
点
余
り
の
作
品
が
レ

シ
ピ
と
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
せ
植
え
や
陶
器
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

苔
玉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
出

品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
来
年
は
、
う

ち
の
支
部
で
も
参
考
に
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
！
」
と
意
気
盛
ん
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
」
〜
泣
け
る
！
笑
え
る
！

食
育
の
ス
ス
メ
〜
と
題
し
て
、
大
分
県

佐
伯
市
役
所 

柴
田 

真
佑 

氏
を
迎
え

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
食
育
活
動
に

「
命
を
か
け
る
価
値
が
あ
る
」
と
の
熱

い
思
い
で
、
聞
く
者
の
心
を
震
わ
せ
る
、

感
動
的
な
講
演
で
し
た
。
　

　
恒
例
の
く
ら
し
の
宅
配
便
商
品
や

斡
旋
品
の
販
売
も
人
気
が
あ
り
大
盛

況
で
し
た
。

▲見事な作品に思わず笑みが

▲開会挨拶される今井澄子女性部長

女
性
の
つ
ど
い
と
家
の
光
大
会

　
味
覚
定
期
積
金
「
味
紀
行
」
の
満

期
を
迎
え
た
契
約
者
を
対
象
に
ベ
ト

ナ
ム
旅
行
を
企
画
し
、
２
月
17
日
か

ら
５
日
間
で
延
べ
26
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
日
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
巡
り
、
２
日

目
か
ら
は
今
注
目
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト

「
ダ
ナ
ン
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
ホ
イ
ア

ン
や
ミ
ー
ソ
ン
の
世
界
遺
産
な
ど
を
観

光
し
、「
味
紀
行
」
な
ら
で
は
の
ベ
ト

ナ
ム
料
理
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。
宿

泊
し
た
ホ
テ
ル
は
す
べ
て
５
つ
星
で
、

参
加
者
は
豪
華
な
設
備
や
行
き
届
い

た
サ
ー
ビ
ス
、
異
国
の
文
化
や
雰
囲

▲京都府知事賞受賞者（夏季）
　水本　修さん（太秦支部） ▲開会挨拶される岡部宗義青壮年部長

ベ
ト
ナ
ム
リ
ゾ
ー
ト
　
ダ
ナ
ン
を
満
喫

　 

第
３
回
味
覚
定
期
積
金「
味
紀
行
」

　
３
月
４
日
、
今
年
で
第
４
回
目
と
な

る
府
内
Ｊ
Ａ一斉
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
開
催
さ
れ
、
府
内
で
約
８
０

０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
上
鳥
羽
地
区
で
同

支
部
と
、
吉
祥
院
、
久
我
、
七
条
、

九
条
の
各
支
部
の
女
性
部
員
と
組
合

員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
府
内
Ｊ
Ａ
が

進
め
る
地
域
密
着
活
動
と
し
た
「
く

ら
し
の
活
動
」
の一
環
と
し
て
３
年
前

か
ら
行
っ
て
い
る
地
域
貢
献
活
動
で
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
協
同
の
力
で
地
域

を
美
し
く
」
と
し
て
、
自
然
・
旧
跡
・

社
寺
を
探
索
し
な
が
ら
、
参
加
者
の

健
康
増
進
と
連
帯
意
識
の
醸
成
を
目

的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
昼
に
は
、
支
店
に
戻
って
来
ら
れ

た
方
々
に
、
上
鳥
羽
支
部
の
女
性
部

の
皆
さ
ん
か
ら
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
温

か
ー
い
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が
ふ
る
ま
わ

れ
「
お
い
し
か
っ
た
わ
〜
。
ご
ち
そ
う

さ
ま
で
し
た
」
と
皆
さ
ん
笑
顔
で
歓

談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
、Ｊ
Ａ
の
赤
と
青
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
、
地
域
の
美
化
運
動
を

行
って
ま
い
り
ま
す
。

▲グリーンベルトも清掃

▲地区役員と職員が参加しました

Ｊ
Ａ
京
都
市
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

▲チャンバ王国の聖地・世界遺産ミーソン遺跡を見学

自転車タクシー▶
（シクロ）を
チャーター

◀地元で人気の
レストランで
ベトナム料理
を満喫

気
を
満
喫
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
発
展
に

驚
き
の
声
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
味
紀
行
」
は
名
称
を
改
め
、
定

期
積
金
「
夢
日
記
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
女
性
組
合
員
を
中
心
に
人
気

を
得
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

の

か
わ
ら
版
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の かわら版

　
２
月
22
日
当
組
合
本
店
に
お
い
て
、

農
産
物
品
評
会
褒
賞
授
与
式
な
ら
び

に
Ｊ
Ａ
京
都
市
青
壮
年
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
産
物
品
評
会
褒
賞
授
与
式
で
は
、

夏
季
並
び
に
秋
季
品
評
会
、
そ
し
て

立
毛
共
進
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
受
賞
者
に
賞
状
、
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
28
年
度
の
青
壮

年
部
活
動
報
告
お
よ
び
29
年
度
に
向

け
て
の
活
動
方
針
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

　
通
常
総
会
終
了
後
、
お
笑
い
芸
人

土
肥
ポ
ン
太
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
お

笑
い
野
菜
講
座
」
を
聴
講
し
ま
し
た
。

芸
人
な
ら
で
は
の
笑
い
あ
り
、
生
産

者
同
士
の
語
ら
い
あ
り
と
有
意
義
な

時
間
を
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
京
都
市

　 

　
　
　
青
壮
年
部
通
常
総
会

　
３
月
９
日
、
当
組
合
本
店
に
お
い

て
「
女
性
の
つ
ど
い
と
家
の
光
大
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

の
中
で
、
家
の
光
普
及
優
良
支
部
と
し

て
、
醍
醐
支
部
と
修
学
院
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
教
室
活
動
報
告
が
松
尾

支
部
・
久
我
支
部
・
越
畑
支
部
で
発

表
さ
れ
、
各
支
部
で
色
々
工
夫
さ
れ

て
い
る
活
動
内
容
に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
の
取
り
組
み
と
し
て
小

山
き
く
こ
先
生
を
招
き
、「
姿
勢
科

学
」
に
基
づ
い
た
コ
コ
・
カ
ラ
体
操
を
、

参
加
者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　
一
年
間
支
部
活
動
で
製
作
さ
れ
た
手

芸
教
室
の
作
品
を
、
１
支
部
３
点
と
し

た
21
支
部
か
ら
60
点
余
り
の
作
品
が
レ

シ
ピ
と
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
せ
植
え
や
陶
器
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

苔
玉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
出

品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
来
年
は
、
う

ち
の
支
部
で
も
参
考
に
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
！
」
と
意
気
盛
ん
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
」
〜
泣
け
る
！
笑
え
る
！

食
育
の
ス
ス
メ
〜
と
題
し
て
、
大
分
県

佐
伯
市
役
所 

柴
田 

真
佑 

氏
を
迎
え

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
食
育
活
動
に

「
命
を
か
け
る
価
値
が
あ
る
」
と
の
熱

い
思
い
で
、
聞
く
者
の
心
を
震
わ
せ
る
、

感
動
的
な
講
演
で
し
た
。
　

　
恒
例
の
く
ら
し
の
宅
配
便
商
品
や

斡
旋
品
の
販
売
も
人
気
が
あ
り
大
盛

況
で
し
た
。

▲見事な作品に思わず笑みが

▲開会挨拶される今井澄子女性部長

女
性
の
つ
ど
い
と
家
の
光
大
会

　
味
覚
定
期
積
金
「
味
紀
行
」
の
満

期
を
迎
え
た
契
約
者
を
対
象
に
ベ
ト

ナ
ム
旅
行
を
企
画
し
、
２
月
17
日
か

ら
５
日
間
で
延
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26
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
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に
ホ
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チ
ミ
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巡
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、
２
日

目
か
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今
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ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト

「
ダ
ナ
ン
」
を
訪
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ま
し
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。
ホ
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ア
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遺
産
な
ど
を
観

光
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し
た
ホ
テ
ル
は
す
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５
つ
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で
、

参
加
者
は
豪
華
な
設
備
や
行
き
届
い

た
サ
ー
ビ
ス
、
異
国
の
文
化
や
雰
囲

▲京都府知事賞受賞者（夏季）
　水本　修さん（太秦支部） ▲開会挨拶される岡部宗義青壮年部長
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催
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０
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当
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で
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と
、
吉
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院
、
久
我
、
七
条
、

九
条
の
各
支
部
の
女
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部
員
と
組
合
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に
参
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い
た
だ
き
ま
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た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
府
内
Ｊ
Ａ
が

進
め
る
地
域
密
着
活
動
と
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た
「
く
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の
活
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」
の一
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と
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て
３
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前

か
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る
地
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貢
献
活
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で
、

ス
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ガ
ン
は
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同
の
力
で
地
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を
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し
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」
と
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、
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・
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・
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を
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な
が
ら
、
参
加
者
の

健
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増
進
と
連
帯
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の
醸
成
を
目

的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
昼
に
は
、
支
店
に
戻
って
来
ら
れ

た
方
々
に
、
上
鳥
羽
支
部
の
女
性
部

の
皆
さ
ん
か
ら
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
温
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い
豚
汁
と
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に
ぎ
り
が
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る
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れ
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わ
〜
。
ご
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そ
う

さ
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で
し
た
」
と
皆
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ん
笑
顔
で
歓

談
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て
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
、Ｊ
Ａ
の
赤
と
青
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
、
地
域
の
美
化
運
動
を

行
って
ま
い
り
ま
す
。

▲グリーンベルトも清掃

▲地区役員と職員が参加しました

Ｊ
Ａ
京
都
市
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

▲チャンバ王国の聖地・世界遺産ミーソン遺跡を見学

自転車タクシー▶
（シクロ）を
チャーター

◀地元で人気の
レストランで
ベトナム料理
を満喫

気
を
満
喫
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
発
展
に

驚
き
の
声
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
味
紀
行
」
は
名
称
を
改
め
、
定

期
積
金
「
夢
日
記
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
女
性
組
合
員
を
中
心
に
人
気

を
得
て
い
ま
す
。
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い っ ぷ く

　
２
月
26
日
、
川
岡
支
店
管
内
樫
原

地
区
の
清
水
大
介
さ
ん
の
竹
や
ぶ
で
、

同
志
社
大
学
の
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ「
ト

レ
ボ
ル
」
の
Ｏ
Ｂ
、
コ
ー
チ
ら
が
土
入

れ
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
16
年
前
に
清
水
さ

ん
を
含
む
数
名
の
有
志
に
よ
っ
て
立
ち

上
げ
ら
れ
、
昨
年
度
は
全
日
本
大
学

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で
日
本
一
に
輝
き
、

本
年
度
は
フ
ッ
ト
サ
ル
の
天
皇
杯
で
あ

る
全
日
本
選
手
権
の
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｂ
の
清
水
さ
ん
は
「
学
生
達
の
社

会
貢
献
が
目
に
留
ま
り
、
少
し
で
も

ク
ラ
ブ
の
士
気
高
揚
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
の
思
い
や
、
学
生
達
に
土
入
れ
作
業

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で 

「
京
た
け

の
こ
の
伝
統
作
業
を
伝
え
た
い
」 

と
の
思
い

で
今
回
の
土
入
れ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
、
大
宮
支
部
女
性
部
は
部

員
15
名
で
生
活
教
室
の一
環
と
し
て
料

理
教
室
を
開
催
し
、「
味
噌
作
り
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
恒
例
行
事
で
５
回
目
の

開
催
で
す
。
豆
ミ
ン
サ
ー
を
使
用
し
、

煮
豆
を
つ
ぶ
し
、
麹
と
塩
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
塩
麹
を
混
ぜ
ま
す
。
こ
れ
を

野
球
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
に
丸
め
て
、

樽
に
投
げ
つ
け
空
気
を
抜
き
ま
す
。

平
ら
に
な
る
よ
う
手
で
押
さ
え
た
ら
、

塩
を
薄
く
ふ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を

霧
吹
き
で
吹
き
付
け
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ

で
蓋
を
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包
み
込
み
、

上
か
ら
薄
く
塩
を
ふ
り
ま
す
。
こ
れ
を

半
年
か
ら
１
年
保
存
し
寝
か
せ
る
と
出

来
上
が
り
ま
す
。
完
成
し
た
味
噌
は
、

自
家
用
は
も
ち
ろ
ん
、
京
の
農
林
秋

祭
り
や
大
宮
支
部
秋
季
品
評
会
で
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
親
戚
か
ら

も
お
い
し
い
と
評
判
の
味
噌
で
す
。

　
３
月
31
日
、
上
鳥
羽
支
部
女
性
部

は
、
左
京
区
岡
崎
の
春
の
名
物
「
十

石
舟
め
ぐ
り
」
で
桜
め
ぐ
り
を
実
施

し
ま
し
た
。
岡
崎
地
区
に
流
れ
る
疎

水
を
舟
で
進
み
、
沿
岸
に
植
樹
さ
れ

た
桜
の
ほ
か
、
京
都
の
文
化
財
の
風

景
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
往
復
約
３

キ
ロ
・
約
25
分
間
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

船
旅
を
堪
能
さ
れ
、
昼
食
に
は
、「
南

禅
寺
　
順
正
」
で
名
物
湯
豆
腐
を
賞

味
し
な
が
ら
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
遊
覧
船
で
桜
が
見
ら
れ
て
、
ご
飯

も
美
味
し
く
大
変
満
足
で
し
た
」
と

の
声
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
２
日
、
桂
支
部
は
支
部
、
青

壮
年
部
、
女
性
部
合
同
日
帰
り
研
修

を
行
い
、
総
勢
38
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
滋
賀
県
栗
東
市
に
あ
る
朝
日

工
業
㈱
の
肥
料
工
場
で
肥
料
の
製
造

工
程
を
見
学
し
、
担
当
者
か
ら
細
か

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一

同
は
近
江
八
幡
市
で
近
江
牛
の
ラ
ン

チ
を
堪
能
さ
れ
、
ラ
コ
リ
ー
ナ
近
江
八

幡
（
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
）
で
シ
ョッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
津
田
孝
男
支

部
長
は
「
肥
料
の
製
造
工
程
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
来
年
も
実
り
あ
る
研
修
を
企
画

し
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
青
壮
年
部
女
性
部

合
同
日
帰
り
研
修

▲土入れ作業をする学生

▲共同作業の女性部員

▲熱心に説明に聞き入る参加者

▲笑顔、満開の女性部の皆さん

◀船上からの
　ソメイヨシノ

桂
同
志
社
大
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ 

「
ト
レ
ボ
ル
」

た
け
の
こ
土
入
れ
作
業
手
伝
い

川岡

恒
例 

味
噌
作
り

大宮

岡
崎
さ
く
ら
め
ぐ
り

教
室

上鳥羽

　
３
月
10
日
、
吉
祥
院
支
部
は
同
支

店
敷
地
内
に
あ
る
御
社
の
祭
礼
を
組

合
員
や
支
店
職
員
で
執
り
行
い
ま
し

た
。
こ
の
白
龍
弁
財
天
は
同
支
店
を

建
築
す
る
際
、
白
蛇
が
住
ん
で
い
る

井
戸
が
あ
り
そ
の
井
戸
を
埋
め
立
て

た
後
に
白
蛇
を
鎮
め
る
為
に
祠
を
建

て
弁
財
天
を
奉
納
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
肌
寒
く
、
祭
礼
を
執

り
行
う
直
前
ま
で
小
雨
も
降
る
中
、

同
支
部
役
員
を
は
じ
め
組
合
員
が
集

　
山
科
南
部
支
部
の
西
野
山
班
は
、

以
前
よ
り
動
物
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、

特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

昨
年
は
農
産
物
が
大
き
な
被
害
に
遭

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
イ
ノ
シ
シ
用
の
柵
を
張
り
、

被
害
を
無
く
す
こ
と
を
目
的
に
、
１

月
中
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
に
毎
週
月

曜
と
木
曜
日
に
約
10
名
の
組
合
員
が

竹
や
木
を
伐
採
し
て
道
を
つ
く
り
、
稲

荷
山
東
側
に
約
１
３
０
０ｍ
の
イ
ノ
シ
シ

柵
設
置
の
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
急
斜
面
で
危
険
な
現
地
で
東
部
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
老

い
も
若
き
も
組
合
員
が一体
と
な
っ
て
、

た
け
の
こ
の
収
穫
期
に
間
に
合
う
よ
う

組
立
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
を
イ
ノ
シ
シ
柵
で
取
り
囲
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
農
業
が
出

来
る
環
境
を

整
え
、
消
費

者
に
喜
ん
で

頂
け
る
お
い
し

い
作
物
を
生

産
し
て
い
き
ま

す
。

　
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
京
都
市
で
は
、

近
年
有
害
鳥
獣
の
被
害
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
農
家
組
合
で
は
、
電
気
柵
や
各
種

の
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
立
て
て

い
ま
す
が
、
個
体
数
が
増
え
続
け
根
本
的

な
解
決
に
は
至
って
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
ど
、

京
都
市
東
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
認
可

に
よ
り
京
都
府
猟
友
会
山
科
支
部
は
、
山

科
区
日
ノ
岡
か
ら
勧
修
寺
ま
で
の
広
範
囲

で
イ
ノ
シ
シ
40
頭
、
シ
カ
20
頭
の
駆
除
を
実

施
し
ま
し
た
。（
期
間
３
/
１
〜
３
/
31
）

　
取
材
し
た
３
月
12
日
は
、山
科
区
安
朱
、

毘
沙
門
堂
の
北
方
で
48
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
ハ
ン
タ
ー
11
人
が
、
５
匹
の
猟
犬
が
追
い

立
て
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
散
弾
銃
で
狙
い

ま
し
た
。
60
代
の
メ
ン
バ
ー
の
１
人
は
、「
有

害
鳥
獣
の
駆
除
は
、
私
達
に
し
か
で
き
な

い
。
継
続
し
て
駆
除
す
る
こ
と
で
確
実
に

被
害
農
地
が
減
っ

て
い
る
。
農
家
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
や

り
が
い
が
あ
る
し
、

こ
の
事
業
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲満開の墨染桜（撮影日29.4.8） ▲玉串奉奠されている木崎支部長

▲猟友会の面々 ▲老若混えての組立作業

白
龍
弁
財
天
祭
礼

共
同
の
力
で
イ
ノ
シ
シ
柵
設
置

山
科
区
で
イ
ノ
シ
シ・シ
カ
駆
除

　
墨
染
寺
は
伏
見
区
墨
染
町
に
あ
る

寺
で
、
墨
染
と
い
う
地
名
と
呼
び
名

が
異
な
り
、「
ぼ
く
せ
ん
じ
」
と
読
み

ま
す
。
美
し
い
墨
染
桜
が
咲
く
事
で

知
ら
れ
る
墨
染
寺
は
、
平
安
時
代
前

期
の
公
卿
で
あ
る
藤
原
基
経
の
死
を

惜
し
ん
だ
、
歌
人
上
野
峯
雄
が
「
深

草
の
野
辺
の
桜
し
　
心
あ
ら
ば
　
今

年
ば
か
り
は
　
墨
染
に
咲
け
」
と
歌

を
詠
み
、
桜
の
花
が
喪
に
服
し
て
墨

染
色
に
染
ま
っ
た
事
が
、
こ
の
地
の
由

来
と
な
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
墨
染

桜
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
付
け
さ
れ
て

お
り
、
４
月
上
旬
が
見
頃
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

墨
染
桜

ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部
の
年
度

末
に
あ
た
り
、
今
年
が
平
穏
無
事
で

あ
っ
た
こ
と
の
感
謝
と
来
年
の
支
部
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
ご

祈
祷
を
さ
れ
ま
し
た
。

吉祥院伏見

山科南部総務部
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２
月
26
日
、
川
岡
支
店
管
内
樫
原

地
区
の
清
水
大
介
さ
ん
の
竹
や
ぶ
で
、

同
志
社
大
学
の
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ「
ト

レ
ボ
ル
」
の
Ｏ
Ｂ
、
コ
ー
チ
ら
が
土
入

れ
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
16
年
前
に
清
水
さ

ん
を
含
む
数
名
の
有
志
に
よ
っ
て
立
ち

上
げ
ら
れ
、
昨
年
度
は
全
日
本
大
学

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で
日
本
一
に
輝
き
、

本
年
度
は
フ
ッ
ト
サ
ル
の
天
皇
杯
で
あ

る
全
日
本
選
手
権
の
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｂ
の
清
水
さ
ん
は
「
学
生
達
の
社

会
貢
献
が
目
に
留
ま
り
、
少
し
で
も

ク
ラ
ブ
の
士
気
高
揚
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
の
思
い
や
、
学
生
達
に
土
入
れ
作
業

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で 

「
京
た
け

の
こ
の
伝
統
作
業
を
伝
え
た
い
」 

と
の
思
い

で
今
回
の
土
入
れ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
、
大
宮
支
部
女
性
部
は
部

員
15
名
で
生
活
教
室
の一
環
と
し
て
料

理
教
室
を
開
催
し
、「
味
噌
作
り
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
恒
例
行
事
で
５
回
目
の

開
催
で
す
。
豆
ミ
ン
サ
ー
を
使
用
し
、

煮
豆
を
つ
ぶ
し
、
麹
と
塩
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
塩
麹
を
混
ぜ
ま
す
。
こ
れ
を

野
球
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
に
丸
め
て
、

樽
に
投
げ
つ
け
空
気
を
抜
き
ま
す
。

平
ら
に
な
る
よ
う
手
で
押
さ
え
た
ら
、

塩
を
薄
く
ふ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を

霧
吹
き
で
吹
き
付
け
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ

で
蓋
を
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包
み
込
み
、

上
か
ら
薄
く
塩
を
ふ
り
ま
す
。
こ
れ
を

半
年
か
ら
１
年
保
存
し
寝
か
せ
る
と
出

来
上
が
り
ま
す
。
完
成
し
た
味
噌
は
、

自
家
用
は
も
ち
ろ
ん
、
京
の
農
林
秋

祭
り
や
大
宮
支
部
秋
季
品
評
会
で
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
親
戚
か
ら

も
お
い
し
い
と
評
判
の
味
噌
で
す
。

　
３
月
31
日
、
上
鳥
羽
支
部
女
性
部

は
、
左
京
区
岡
崎
の
春
の
名
物
「
十

石
舟
め
ぐ
り
」
で
桜
め
ぐ
り
を
実
施

し
ま
し
た
。
岡
崎
地
区
に
流
れ
る
疎

水
を
舟
で
進
み
、
沿
岸
に
植
樹
さ
れ

た
桜
の
ほ
か
、
京
都
の
文
化
財
の
風

景
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
往
復
約
３

キ
ロ
・
約
25
分
間
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

船
旅
を
堪
能
さ
れ
、
昼
食
に
は
、「
南

禅
寺
　
順
正
」
で
名
物
湯
豆
腐
を
賞

味
し
な
が
ら
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
遊
覧
船
で
桜
が
見
ら
れ
て
、
ご
飯

も
美
味
し
く
大
変
満
足
で
し
た
」
と

の
声
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
２
日
、
桂
支
部
は
支
部
、
青

壮
年
部
、
女
性
部
合
同
日
帰
り
研
修

を
行
い
、
総
勢
38
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
滋
賀
県
栗
東
市
に
あ
る
朝
日

工
業
㈱
の
肥
料
工
場
で
肥
料
の
製
造

工
程
を
見
学
し
、
担
当
者
か
ら
細
か

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一

同
は
近
江
八
幡
市
で
近
江
牛
の
ラ
ン

チ
を
堪
能
さ
れ
、
ラ
コ
リ
ー
ナ
近
江
八

幡
（
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
）
で
シ
ョッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
津
田
孝
男
支

部
長
は
「
肥
料
の
製
造
工
程
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
来
年
も
実
り
あ
る
研
修
を
企
画

し
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
青
壮
年
部
女
性
部

合
同
日
帰
り
研
修

▲土入れ作業をする学生

▲共同作業の女性部員

▲熱心に説明に聞き入る参加者

▲笑顔、満開の女性部の皆さん

◀船上からの
　ソメイヨシノ

桂
同
志
社
大
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ 

「
ト
レ
ボ
ル
」

た
け
の
こ
土
入
れ
作
業
手
伝
い

川岡

恒
例 

味
噌
作
り

大宮

岡
崎
さ
く
ら
め
ぐ
り

教
室

上鳥羽

　
３
月
10
日
、
吉
祥
院
支
部
は
同
支

店
敷
地
内
に
あ
る
御
社
の
祭
礼
を
組

合
員
や
支
店
職
員
で
執
り
行
い
ま
し

た
。
こ
の
白
龍
弁
財
天
は
同
支
店
を

建
築
す
る
際
、
白
蛇
が
住
ん
で
い
る

井
戸
が
あ
り
そ
の
井
戸
を
埋
め
立
て

た
後
に
白
蛇
を
鎮
め
る
為
に
祠
を
建

て
弁
財
天
を
奉
納
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
肌
寒
く
、
祭
礼
を
執

り
行
う
直
前
ま
で
小
雨
も
降
る
中
、

同
支
部
役
員
を
は
じ
め
組
合
員
が
集

　
山
科
南
部
支
部
の
西
野
山
班
は
、

以
前
よ
り
動
物
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、

特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

昨
年
は
農
産
物
が
大
き
な
被
害
に
遭

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
イ
ノ
シ
シ
用
の
柵
を
張
り
、

被
害
を
無
く
す
こ
と
を
目
的
に
、
１

月
中
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
に
毎
週
月

曜
と
木
曜
日
に
約
10
名
の
組
合
員
が

竹
や
木
を
伐
採
し
て
道
を
つ
く
り
、
稲

荷
山
東
側
に
約
１
３
０
０ｍ
の
イ
ノ
シ
シ

柵
設
置
の
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
急
斜
面
で
危
険
な
現
地
で
東
部
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
老

い
も
若
き
も
組
合
員
が一体
と
な
っ
て
、

た
け
の
こ
の
収
穫
期
に
間
に
合
う
よ
う

組
立
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
を
イ
ノ
シ
シ
柵
で
取
り
囲
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
農
業
が
出

来
る
環
境
を

整
え
、
消
費

者
に
喜
ん
で

頂
け
る
お
い
し

い
作
物
を
生

産
し
て
い
き
ま

す
。

　
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
京
都
市
で
は
、

近
年
有
害
鳥
獣
の
被
害
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
農
家
組
合
で
は
、
電
気
柵
や
各
種

の
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
立
て
て

い
ま
す
が
、
個
体
数
が
増
え
続
け
根
本
的

な
解
決
に
は
至
って
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
ど
、

京
都
市
東
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
認
可

に
よ
り
京
都
府
猟
友
会
山
科
支
部
は
、
山

科
区
日
ノ
岡
か
ら
勧
修
寺
ま
で
の
広
範
囲

で
イ
ノ
シ
シ
40
頭
、
シ
カ
20
頭
の
駆
除
を
実

施
し
ま
し
た
。（
期
間
３
/
１
〜
３
/
31
）

　
取
材
し
た
３
月
12
日
は
、山
科
区
安
朱
、

毘
沙
門
堂
の
北
方
で
48
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
ハ
ン
タ
ー
11
人
が
、
５
匹
の
猟
犬
が
追
い

立
て
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
散
弾
銃
で
狙
い

ま
し
た
。
60
代
の
メ
ン
バ
ー
の
１
人
は
、「
有

害
鳥
獣
の
駆
除
は
、
私
達
に
し
か
で
き
な

い
。
継
続
し
て
駆
除
す
る
こ
と
で
確
実
に

被
害
農
地
が
減
っ

て
い
る
。
農
家
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
や

り
が
い
が
あ
る
し
、

こ
の
事
業
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲満開の墨染桜（撮影日29.4.8） ▲玉串奉奠されている木崎支部長

▲猟友会の面々 ▲老若混えての組立作業

白
龍
弁
財
天
祭
礼

共
同
の
力
で
イ
ノ
シ
シ
柵
設
置

山
科
区
で
イ
ノ
シ
シ・シ
カ
駆
除

　
墨
染
寺
は
伏
見
区
墨
染
町
に
あ
る

寺
で
、
墨
染
と
い
う
地
名
と
呼
び
名

が
異
な
り
、「
ぼ
く
せ
ん
じ
」
と
読
み

ま
す
。
美
し
い
墨
染
桜
が
咲
く
事
で

知
ら
れ
る
墨
染
寺
は
、
平
安
時
代
前

期
の
公
卿
で
あ
る
藤
原
基
経
の
死
を

惜
し
ん
だ
、
歌
人
上
野
峯
雄
が
「
深

草
の
野
辺
の
桜
し
　
心
あ
ら
ば
　
今

年
ば
か
り
は
　
墨
染
に
咲
け
」
と
歌

を
詠
み
、
桜
の
花
が
喪
に
服
し
て
墨

染
色
に
染
ま
っ
た
事
が
、
こ
の
地
の
由

来
と
な
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
墨
染

桜
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
付
け
さ
れ
て

お
り
、
４
月
上
旬
が
見
頃
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

墨
染
桜

ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部
の
年
度

末
に
あ
た
り
、
今
年
が
平
穏
無
事
で

あ
っ
た
こ
と
の
感
謝
と
来
年
の
支
部
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
ご

祈
祷
を
さ
れ
ま
し
た
。
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い っ ぷ く

　
３
月
８
日
、
京
都
府
農
業
会
議
お

よ
び
京
都
農
業
体
験
農
園
・
園
主
会

に
よ
る
視
察
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
視
察
研
修
は
農
業
者
と
一
般

市
民
の
交
流
、
消
費
者
の
農
産
物
へ

の
関
心
や
食
品
の
安
全
性
等
の
普
及

推
進
を
図
る
た
め
、
広
く
情
報
収
集

を
行
い
、
特
徴
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
ぶ
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
で
は
、
資
産
管
理
事
業

の
概
要
と
Ｊ
Ａ
支
援
型
農
業
体
験
農

園
の
運
営
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
な
ご
や
で
は
、
組
合
員
が

開
設
し
て
い
る
農
業
体
験
農
園
の
実

践
的
な
方
法
等
を
学
び
ま
し
た
。
農

業
体
験
農
園
の
実
践
と
は
農
業
者
と

一
般
市
民
が
立
派
な
作
物
を
作
る
の
で

な
く
、
お
互

い
が
楽
し
く

農
業
に
対
す

る
理
解
を
深

め
る
交
流
の

場
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き
た
酒
米

「
祝
」。
そ
の
酒
米
「
祝
」
を
丁
寧
に

醸
造
し
、
純
米
大
吟
醸
酒
「
げ
っ
し
ょ

う
」
が
、
今
年
も
上
々
の
出
来
栄
え
で

完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
醸
造
元
の
伏
見
区
の
齊
藤

酒
造
㈱
に
て
、
恒
例
の
純
米
大
吟
醸

酒
「
げ
っ
し
ょ
う
」
の
頒
布
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
来
場
さ
れ
た
１
１

９
名
の
会
員
に
は
、
今
年
出
来
た
て
の

９
０
０
ml
瓶
入
り
生
酒
２
本
と
、
来
場

者
限
定
で
酒
粕
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
生
酒
は
、
市
場
に
は
出
回
ら
な

い
稀
少
品
で
、
受
け
取
っ
た
会
員
ら
は

大
い
に
喜
ば
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。

　
嵯
峨
酒
づ
く
り
の
会
で
は
、
平
成
29

年
度
の
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。「
田
植
え
」、「
か
か
し
作
り
」、「
稲

刈
り
」、「
新
春
蔵
出
し
試
飲
会
」、「
頒

布
会
」
と
いっ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
だ
く
さ
ん
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
加

入
希
望
の
方
は
「
嵯

峨
酒
づ
く
り
の
会
：

会
長
　
山
田
耕
司
」

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。（
℡
０
７
５

-

８
７
１-

２
１
３
０
）

▲研修中の参加者▲笑顔で新酒を受けとる会員

京
都
府
農
業
会
議

お
よ
び
視
察
研
修
会

営農経済部

嵯
峨
酒
づ
く
り
の
会

純
米
大
吟
醸
酒「
げ
っ
し
ょ
う
」頒
布
会

嵯峨

昔
活
躍
し
た
農
機
・
農
具

技
術
革
新
や
農
業
の
変
化
で
姿
を
消
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　農
機・農
具
を
紹
介
し
ま
す

　
今
回
は
、
音
川
和
雄
さ
ん
の

足
踏
み
脱
穀
機
を
紹
介
し
ま

す
。
大
正
時
代
か
ら
昭
和
20
年

代
ま
で
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
構
造
が
改
良
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
利
用
方
法
と
し
て
は
、

足
踏
み
し
な
が
ら
ド
ラ
ム
を
回

転
さ
せ
、
稲
穂
を
中
に
入
れ
て

籾
を
取
り
出
し
溜
ま
っ
た
籾
が

：メーカー 戸田農蚕具工場
購入時期:不明
価格:不明

所有者：音川和雄さん
（修学院支部）

あ
ふ
れ
る
と
袋
に
入
れ
る

仕
組
み
で
す
。
音
川
さ
ん

は
、
地
元
の
小
学
校
に
も

足
踏
み
脱
穀
機
を
用
い
て

米
作
り
の
指
導
や
米
作
り

の
大
切
さ
を
教
え
て
お
ら

れ
、
地
域
の
発
展
に
も
協

力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
音

川
さ
ん
自
身
も
10
年
程
前

ま
で
使
用
さ
れ
た
そ
う
で
、

今
も
使
え
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
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雄
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の
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み
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し
ま
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大
正
時
代
か
ら
昭
和
20
年

代
ま
で
に
使
用
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れ
て
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り
、

そ
の
後
構
造
が
改
良
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
利
用
方
法
と
し
て
は
、

足
踏
み
し
な
が
ら
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回

転
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、
稲
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中
に
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ま
っ
た
籾
が

：メーカー 戸田農蚕具工場
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価格:不明

所有者：音川和雄さん
（修学院支部）

あ
ふ
れ
る
と
袋
に
入
れ
る

仕
組
み
で
す
。
音
川
さ
ん

は
、
地
元
の
小
学
校
に
も

足
踏
み
脱
穀
機
を
用
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て

米
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り
の
指
導
や
米
作
り

の
大
切
さ
を
教
え
て
お
ら

れ
、
地
域
の
発
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に
も
協

力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
音

川
さ
ん
自
身
も
10
年
程
前

ま
で
使
用
さ
れ
た
そ
う
で
、

今
も
使
え
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

修学院支部
谷川　幹太くん	 （４才11ヶ月）

いつも笑顔でおしゃべり
大好き幹太くん

　幹太くんは、仮面ライダーエグゼイドが大
好きでいつも優しいお兄ちゃんと一緒に遊
んでいます。外で遊ぶ事も大好きで公園で
色々な遊具にもチャレンジしています。
　年中になり年少に比べて出来る事も増え
てたくましく成長しています。
　そんな幹太くんをお母さんは、「年長さん
になるので、小さい子にも優しく心の強い子
に育って欲しい」と話していらっしゃいます。

わが家のアイドルご紹介

自慢のペットご紹介

７歳の男の子です。
いつも窓から外を見張って家を守ってくれています。
ご褒美にもらえるカニカマが大好物で、クールな目つきと可

愛い口元がチャームポイントです。

ジョーくんのご主人

片山　正道さん（川岡支店）

 
 
 

お父さん　　善隆 さん
お母さん　　いち子 さん
お兄ちゃん　太一 くん
祖母　　　　好美 さん

ジョーく
ん

猫種 ミックス

大きくなったら
仮面ライダーに

なりたい。
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営農経済部営農経済課課長及び
くらしの活動推進課事務取扱兼務

(営農経済部営農経済課課長)
山田 愛子

久我支店長
（久我支店次長)

中路 正樹

上鳥羽支店次長
(醍醐支店次長)

加藤 直樹

松尾支店次長
(融資部審査課課長）

沖　  洋子

 吉祥院支店次長
(桂支店次長）

辻井　 誠

融資部審査課課長
（融資部融資課係長）

早藤 美嘉

総務部総務課課長
（総務部総務課係長）

小澤 幸子

大宮支店次長
（大宮支店係長）

德田 史恵

久我支店次長
（久我支店係長）

城 めぐみ

上賀茂支店係長
（大枝支店係長）

細見 太一

上賀茂支店係長
(修学院支店係長)

猪飼 征友

上鳥羽支店係長
（総務部総務課係長）

井上 純子

太秦支部係長
（営農経済部営農経済課係長）

吉村 英子

山科北部支店係長
（山科南部支店主任）

新井 梨沙

藤　井藤　井

営農経済部からのお知らせ

□□□□のご紹介

営農経済課

藤井　拓也

　支柱立てはキュウリやゴーヤなどのウリ類、エンドウやインゲンなどのマメ類など、つる性の
野菜や、トマト、ナス、ピーマンなどの実をつける野菜で行います。
　つる性の野菜は、つるを這わせて生長を促進させ、そして実をつけた際にその重みで倒れて
しまうことを防止する為、支柱が必要となってくるのです。
　また、支柱を立てると株と株に、ある程度の距離が保たれ、密生防止と、病害虫の発生を抑止、
防除がしやすいといった効果が見込めます。他には、つるや葉の間に空間を保ち、風通しや日当
たりを良くしたりする役割もあります。
　最後に支柱の立て方ですが支柱を土中に差すときは、支柱に体重をしっかりとかけ、ぐらつか
ないように３０cm程度の深さまでしっかりと差し込んで下さい。また、苗を定植した場所や種を
撒いた場所からは１０～１５cmほど離して支柱を立て、根を傷めないよう注意しましょう。

お知らせです！

快適な作業を実現するサンステラⅡの機能性

人事異動・昇格のお知らせ （　）は前役職

営農経済部部長
（監査室室長）

鈴木 秀俊

監査室室次長
 (久我支店長) 

竹中　 勝

大枝支店長
 (営農経済部営農経済課課長)

長　 克洋

平成２９年１月以降に実施した人事異動をお知らせいたします。
今後とも一層のご指導とご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。　（総務部総務課）

営農経済部資産管理課課長
(大枝支店長)

伊藤 保孝

共済部共済課課長
（共済部事故査定課課長)

福田 昌史

桂支店係長
(山科南部係長)

間野 祐樹

山科南部支店主任
(上鳥羽支店主任)

土橋　雅彦

総務部総務課係長

牧　 雅彦

総務部コンプライアンス課
（定年後再雇用）

橋本 圭三

異動・昇格

平成29年3月31日付（定年退職）

ゴアテックスワークスーツ サンステラⅡ

「安全・快適作業」特別キャンペーン
キャンペーン期間：平成29年5月末まで

・素材の持つ透湿性が汗によるムレ、ベタつきを軽減

・雨を通さない高い防水性

・寒風・冷気などの外気を通しにくい防風性と保温性

・繰り返しの洗濯にも、機能性を保持する耐久性

・反射マークを前後に貼付。高い視認性

・新構造のレインガーターで高い視認性

ゴアテックス
お買い上げの方に
ゴアキャップを
進呈します！

JA特別価格 25,000円（税込）
メーカー希望小売価格 34,236円（税込）

　今回は支柱立てについてお話をします。
苗の定植も終え、株が育ってくると、つる性の野菜や実をつける
野菜には支柱立ての作業が必要になってきます。
　しかし、どのような野菜に支柱が必要で、どのように支柱を立
てればよいのでしょうか？そんな支柱の必要性や立て方のおさ
らいをしましょう。

みなさん夏野菜の定植はできましたか

大枝支店係長
（上賀茂支店主任）

山根 冬樹

融資部融資課書記
（松尾支店書記）

近藤 和佳
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藤　井藤　井

営農経済部からのお知らせ

□□□□のご紹介

営農経済課

藤井　拓也

　支柱立てはキュウリやゴーヤなどのウリ類、エンドウやインゲンなどのマメ類など、つる性の
野菜や、トマト、ナス、ピーマンなどの実をつける野菜で行います。
　つる性の野菜は、つるを這わせて生長を促進させ、そして実をつけた際にその重みで倒れて
しまうことを防止する為、支柱が必要となってくるのです。
　また、支柱を立てると株と株に、ある程度の距離が保たれ、密生防止と、病害虫の発生を抑止、
防除がしやすいといった効果が見込めます。他には、つるや葉の間に空間を保ち、風通しや日当
たりを良くしたりする役割もあります。
　最後に支柱の立て方ですが支柱を土中に差すときは、支柱に体重をしっかりとかけ、ぐらつか
ないように３０cm程度の深さまでしっかりと差し込んで下さい。また、苗を定植した場所や種を
撒いた場所からは１０～１５cmほど離して支柱を立て、根を傷めないよう注意しましょう。

お知らせです！

快適な作業を実現するサンステラⅡの機能性

人事異動・昇格のお知らせ （　）は前役職

営農経済部部長
（監査室室長）

鈴木 秀俊

監査室室次長
 (久我支店長) 

竹中　 勝

大枝支店長
 (営農経済部営農経済課課長)

長　 克洋

平成２９年１月以降に実施した人事異動をお知らせいたします。
今後とも一層のご指導とご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。　（総務部総務課）

営農経済部資産管理課課長
(大枝支店長)

伊藤 保孝

共済部共済課課長
（共済部事故査定課課長)

福田 昌史

桂支店係長
(山科南部係長)

間野 祐樹

山科南部支店主任
(上鳥羽支店主任)

土橋　雅彦

総務部総務課係長

牧　 雅彦

総務部コンプライアンス課
（定年後再雇用）

橋本 圭三

異動・昇格

平成29年3月31日付（定年退職）

ゴアテックスワークスーツ サンステラⅡ

「安全・快適作業」特別キャンペーン
キャンペーン期間：平成29年5月末まで

・素材の持つ透湿性が汗によるムレ、ベタつきを軽減

・雨を通さない高い防水性

・寒風・冷気などの外気を通しにくい防風性と保温性

・繰り返しの洗濯にも、機能性を保持する耐久性

・反射マークを前後に貼付。高い視認性

・新構造のレインガーターで高い視認性

ゴアテックス
お買い上げの方に
ゴアキャップを
進呈します！

JA特別価格 25,000円（税込）
メーカー希望小売価格 34,236円（税込）

　今回は支柱立てについてお話をします。
苗の定植も終え、株が育ってくると、つる性の野菜や実をつける
野菜には支柱立ての作業が必要になってきます。
　しかし、どのような野菜に支柱が必要で、どのように支柱を立
てればよいのでしょうか？そんな支柱の必要性や立て方のおさ
らいをしましょう。

みなさん夏野菜の定植はできましたか

大枝支店係長
（上賀茂支店主任）

山根 冬樹

融資部融資課書記
（松尾支店書記）

近藤 和佳
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い っ ぷ く

5月
15日㈪ 賀茂なす奉納 【葵祭】

▶5・6・7月の行事予定 ▶農繁期（田植え時期）の
　　　休日対応について

1～6日 田植え体験指導【上鳥羽支店】

6月上旬 田植え【嵯峨酒づくりの会】

6月中旬 キュウリ品評会【伏見支店】

13日㈫ 青壮年部有志ゴルフコンペ【信楽カントリー倶楽部】

23日㈮ 北区農林産物共進会【大宮支店】

28日㈬ 平成29年度通常総代会【ＫＢＳホール】

6月

５日㈬ 共済推進大会【ロームシアター京都】

７日㈮ 夏季農産物品評会【北野天満宮】

23日㈰ 夏の大感謝祭【梅小路公園】

26日㈬ 青壮年部ボウリング大会【しょうざんボウル】

7月

　今年もＪＡでは、下記の店舗で購買事業の
休日営業を致しますのでご利用ください。

総務部からのお知らせ

▲戸田秀司組合長
　の挨拶

平成29年度進発式及び平成28年度事業表彰を開催

▲業務推進リーダー会長より頑張ろう三唱

　４月１５日、平成２９年度進発式及び平成２８
年度事業表彰をリーガロイヤルホテル京都で
開催しました。
　府連合会の役職員を来賓に迎え、常勤役
員、専門正副部会長、代表監事、青壮年部長、
女性部長、フレッシュミズ部長、全職員の約
２６０名が参加しました。
　進発式では、吉井専務から組合方針、各
部長から部門毎の取り組み方針を述べ、支店
長代表として山科南部今井支店長が今年度の
目標達成に向けて決意を表明しました。
　その後、平成２８年度事業の優績店舗並び
に個人優績者の表彰を行いました。総合事業
表彰金賞には本店が輝き、銀賞は山科北部
支店、銅賞は山科南部支店と、その功績が
讃えられました。他にも、店舗美化表彰、さ
わやか窓口大賞、農業新聞優績投稿賞など

も表彰しました。
　この進発式・事業表彰を通じて、役職員の
更なる結束力を強め、業務推進リーダーが壇
上に立ち、「頑張ろう」三唱で締めくくりました。

一致団結で本年度も新たに始動

融資部からのお知らせ

共済部からのお知らせ

平成29年
4月3日（月）より 農業経営資金をさらに軽減

農業用軽トラック、トラクター、コンバイン、ビニール
ハウス、畔草刈機、低温貯蔵庫、管理機等の購入
資金。

詳しくはお近くの本支店窓口にお問い合わせください。

　例年、皆様にお楽しみいただいております「共済推
進大会」を本年も開催させていただくこととなりました。

　なお、当日は座席数に限りがございますので座
席がなくなり次第、入場をお断りしますので悪しか
らずご了承ください。

平成２9年度　共 済 推 進 大 会

八代亜紀コンサート八代亜紀コンサート
平成29年７月５日（水）
ところ

開場

ロームシアター京都

昼の部　PM1：00～
夜の部　PM5：30～

ご来場心よりお待ち申し上げます。

標準金利（変動金利）年1.30%が最大年1.0%、
最長10年間の利子補給で、年0.30%。さらに、
当ＪＡで商品を購入される場合、金利を0.1%軽減し、

標準金利（変動金利）年1.30%が最大年1.0%、
最長10年間の利子補給で、年0.30%。さらに、
当ＪＡで商品を購入される場合、金利を0.1%軽減し、

0.20年 ％0.20年 ％

【営業実施店舗】

■期間・営業時間
　平成２９年５月２７日（土）・６月３日（土）　
　（９：００～１６：００）
　※配達は致しません。

上賀茂支店・山科南部支店・川岡支店・上鳥羽支店・本店

■期間・営業時間
　平成２９年５月２０日（土）～６月１１日（日）までの
　毎週土、日曜日　
　（９：００～１６：００）

農機具センター　　℡(075）391-4193
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農機具センター　　℡(075）391-4193
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【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

5月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」7月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』3
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
ク
ロ
ツ
カ
ス
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　井戸などでくみ上げて使います
④　土を小高く盛り上げたもの
⑥　人がたくさん住んでいます
⑦　車に乗って出掛けます
⑨　孫悟空の乗り物です
⑪　中国の̶̶に由来することわざは多い
⑫　まき割りや枝打ちに使う刃物
⑮　東南アジアの国。首都はクアラルンプール
⑱　人を怒らせることを「̶̶に触れる」ともいいます
⑳　インドから伝わる心身調整法
　　太陽や星がよく見える天候
　　台所ですることの一つ22

ヨコのカギ

①　端午の節句に食べます
②　映画の撮影時にカチンと鳴らします
③　人事̶̶で所属部署が変わった
④　二つで１組のものを数えるときに使う言葉
⑤　初節句に̶̶飾りとこいのぼりを用意した
⑧　野球の走者のこと
⑩　家を留守にする際は忘れずに
⑬　袖振り合うも̶̶の縁
⑭　チョウの仲間。カラス、アオスジといえば
⑯　ボルトやナットを回す工具
⑰　すし屋の符丁で茶のこと
⑲　布地を裁断した物

21

お便り紹介

左京区　Ｎ．Ｓさん
荒木稔さんの伝統野菜に努力されて
来たことを全面に示されて大変結構
なことだと喜んでおります。

山科区　藤澤博司さん
やわらかいホウレン草が豊作です。京
のこんだてトライします！！

西京区　笹川祥子さん
九条ねぎの表紙おいしそうで元気を
もらいました。

本
店 

営
農
経
済
部 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
こ
の
ほ
ど
、
１
階
フ
ロ
ア
に
あ

る
金
融
関
係
部
署
と
営
農
経
済

部
署
の
模
様
替
え
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
リ
ス
ク
管
理

の
配
意
か
ら
営
農
相
談
で
来
店

さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
ど
う
し

て
も
距
離
が
で
き
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
距
離
感
を
縮
め
ら
れ

る
よ
う
倉
庫
が
あ
っ
た
一
角
を
、

営
農
経
済
部
署
の
事
務
室
に
一

新
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
外
部
有

識
者
２
名
を
迎
え
入
れ
、
営
農

指
導
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
農
京
都
府
本
部
よ
り

出
向
職
員
１
名
を
迎
え
、
担
い

手
と
の
関
係
強
化
を
図
り
、
今

後
の
農
業
振
興
に
繋
げ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
は
平
成
29
年
度

の
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い
る
「
出

向
く
営
農
体
制
」の一
環
と
し
て
、

農
家
組
合
員
と
の
距
離
を
縮

め
、
そ
の
所
得
増
大
に
向
け
発

信
・
実
践
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
営
農
経

済
部
の
電
話
番
号
を
変
更
し
ま

し
た
。

　
℡
０
７
５‐７
５
４‐６
１
７
６

▲一新した営農経済部
伴 麻衣子

出　向

久世 　務

採　用

い っ ぷ く

今月の星占い モナ・カサンドラ

雪
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

　

２
度
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た

京
都
府
中
・
北
部
で
は
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
の
被
害
が
多

数
発
生
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
京
都
の
要
請
に
よ
り
当
組
合

か
ら
は
、
２
月
26
日
職
員
４
名

が
亀
岡
市
の
ほ
場
で
全
壊
し
た

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
解
体
、
撤
去

作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
は
「
ひ
と
り
で
は
、

解
体
作
業
は
無
理
。
皆
さ
ん
に

助
け
て
い
た
だ
い
て
農
業
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
が
募
金
活
動

を
行
い
、
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
会
を

通
じ
て
義
援
金
を
送
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
加
え
て
、
近
年
で
は
節
電
も
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
、
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
冷
房
温
度
の
設

定
を
26
～
28
℃
と
す
る
な
ど
、
節
電
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
同

時
に
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
５
月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で
実
施
し
、
節

電
の
一
助
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
は
、
男
性
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
･
ノ
ー
上
着
、

女
性
は
ノ
ー
リ
ボ
ン
で
執
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲被害ほ場で解体作業をする職員

レジャー運が盛り上がっています。気
の合う仲間たちとにぎやかに過ごし
て。クリエーティブな楽しみもラッキー

山羊座
12/22〜1/19

物事を邪推しやすい時期です。信じる
気持ちを大切に。気分転換するには森
林浴やトレッキングでリラックスを

天秤座
9/23〜10/23

言葉が足りず、身近な人ともめてしま
うかも。悪いと思ったら、素直に反省し、
すぐに謝って。優しさも必須

水瓶座
1/20〜2/18

何かと迷いが生まれやすい期間。信頼
できる人に相談して、知恵を貸しても
らって。開運には芸術鑑賞がお勧め

蠍座
10/24〜11/22

いろいろなことに興味を感じる星回り。
無料体験教室などに参加して。ただ、
手を広げ過ぎると永続性に難あり

魚座
2/19〜3/20

心理的に不安定になる暗示。マイナス
思考せず、意識的に良い方向に考えま
しょう。読書をすると良いヒントが

射手座
11/23〜12/21

職員つうしん
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【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

5月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」7月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』3
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
ク
ロ
ツ
カ
ス
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　井戸などでくみ上げて使います
④　土を小高く盛り上げたもの
⑥　人がたくさん住んでいます
⑦　車に乗って出掛けます
⑨　孫悟空の乗り物です
⑪　中国の̶̶に由来することわざは多い
⑫　まき割りや枝打ちに使う刃物
⑮　東南アジアの国。首都はクアラルンプール
⑱　人を怒らせることを「̶̶に触れる」ともいいます
⑳　インドから伝わる心身調整法
　　太陽や星がよく見える天候
　　台所ですることの一つ22

ヨコのカギ

①　端午の節句に食べます
②　映画の撮影時にカチンと鳴らします
③　人事̶̶で所属部署が変わった
④　二つで１組のものを数えるときに使う言葉
⑤　初節句に̶̶飾りとこいのぼりを用意した
⑧　野球の走者のこと
⑩　家を留守にする際は忘れずに
⑬　袖振り合うも̶̶の縁
⑭　チョウの仲間。カラス、アオスジといえば
⑯　ボルトやナットを回す工具
⑰　すし屋の符丁で茶のこと
⑲　布地を裁断した物

21

お便り紹介

左京区　Ｎ．Ｓさん
荒木稔さんの伝統野菜に努力されて
来たことを全面に示されて大変結構
なことだと喜んでおります。

山科区　藤澤博司さん
やわらかいホウレン草が豊作です。京
のこんだてトライします！！

西京区　笹川祥子さん
九条ねぎの表紙おいしそうで元気を
もらいました。

本
店 

営
農
経
済
部 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
こ
の
ほ
ど
、
１
階
フ
ロ
ア
に
あ

る
金
融
関
係
部
署
と
営
農
経
済

部
署
の
模
様
替
え
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
リ
ス
ク
管
理

の
配
意
か
ら
営
農
相
談
で
来
店

さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
ど
う
し

て
も
距
離
が
で
き
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
距
離
感
を
縮
め
ら
れ

る
よ
う
倉
庫
が
あ
っ
た
一
角
を
、

営
農
経
済
部
署
の
事
務
室
に
一

新
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
外
部
有

識
者
２
名
を
迎
え
入
れ
、
営
農

指
導
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
農
京
都
府
本
部
よ
り

出
向
職
員
１
名
を
迎
え
、
担
い

手
と
の
関
係
強
化
を
図
り
、
今

後
の
農
業
振
興
に
繋
げ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
は
平
成
29
年
度

の
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い
る
「
出

向
く
営
農
体
制
」の一
環
と
し
て
、

農
家
組
合
員
と
の
距
離
を
縮

め
、
そ
の
所
得
増
大
に
向
け
発

信
・
実
践
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
営
農
経

済
部
の
電
話
番
号
を
変
更
し
ま

し
た
。

　
℡
０
７
５‐７
５
４‐６
１
７
６

▲一新した営農経済部
伴 麻衣子

出　向

久世 　務

採　用

今月の星占い モナ・カサンドラ

すんなり人脈を広げていける気配。初
対面の相手でも気さくに話し掛けてみ
て。講演会などへの参加も好刺激に

蟹座
6/22〜7/22

人を当てにせず、自分のことは自力で
励んだ方が手応えあり。新しい趣味を
持つと、柔軟性が高まりそう

牡羊座
3/21〜4/19

プレッシャーを感じやすいよう。でき
る人と比較せず、「自分は自分」と開
き直って。気晴らしには散歩が正解

獅子座
7/23〜8/22

新しいことにチャレンジする好機。思
い切って行動を起こせば、スムーズに
理想的な展開に。自分磨きもグッド

牡牛座
4/20〜5/20

行動力がアップします。さまざまな
ジャンルに意欲が湧きそう。失敗を恐
れず、どんどん試してみるのがベスト

乙女座
8/23〜9/22

社交性を発揮でき、人気運が高まる兆
し。ただ、注意力が散漫気味なので、
慣れた作業ほど凡ミスに気を付けて

双子座
5/21〜6/21
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●材料（2人分）

新玉ねぎ…………………………………… 2玉
ベーコン…………………………………… 2枚
コンソメ… ２個（お水の分量により加減してください）

パセリ……………………………………… 少々
水………………………………………… 600㎖

●作り方
①新玉ねぎは上下切り落として皮をむく。
②水、コンソメ顆粒を入れて火にかけ、沸騰したら蓋をして火
を弱めて玉ねぎを煮込む。
③ベーコンをかるく炒めておく。
④玉ねぎが柔らかくなったらベーコンを入れ、ひと煮立ちさせる。
⑤スープ皿に入れて、お好みでみじん切りしたパセリをのせれ
ば完成。

新
玉
ね
ぎ
の

ス
ー
プ

簡
単
に
で
き
る
！

ひととひと　ふれあい、つながる

JA 京都市

ＪＡ京都市
事業だより

52017 Vol.
241

洛西土地改良区洛西土地改良区特集

新玉ねぎを丸ごと煮込
んだとろとろなスープ
です。

季節の野菜　─新玉ねぎ（早生品種）─

職員募集のご案内 ＪＡ京都市では、平成30年度の新採用職員を募集します。
誠実で向上心のある方のご応募をお待ちしています。

１．採用予定人員：10数名

２．職種：信用、共済、営農、購買業務、その他農業協同組合業務全般

３．応募資格
平成 5 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、平成30年 3 月末
までに 4 年制大学を卒業見込みの方

４．募集期間
平成29年6月５日（月）必着 応募書類を郵送または持参にて受付

５．応募書類
①履歴書 ②卒業見込書 ③成績証明書 

6．職員募集説明会
日　　時：平成29年5月26日（金）　午前10時から午前11時
会　　場：京都市農業協同組合 本店　
事前に電話予約の上、お越し下さい。

7．採用試験
筆記及び面接試験：平成29年６月９日（金）

詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。
〒615-0046　京都市右京区西院西溝崎町２４番地

   京都市農業協同組合　総務部総務課
   TEL075-314-0898　FAX075-313-2643

糖質の代謝を助けるビタミンB1が断然豊富
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